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In recent years, enterprise cooperation in manufacturing industry is becoming more active. Accordingly, 
load adjustment by outsourcing processing has been increasing, and it has been increasing the number of times 
to exchange facility load information between companies. However, in the method of information sharing and 
information exchange among small and medium-size manufacturing companies, telephone, fax, or e-mail is 
often used. So the method takes time and effort. This paper proposes the system using a Web site that can be 
easily share and exchange the facility load information of companies and the procedure of load adjustment 
using the system. This paper also proposes effectiveness of the system and the procedure thorough an 
operation experiments. 












































































① 従業員数 50 人の小規模中小企業. 
② 生産管理パッケージソフトの導入にコストを割くこ
とができない. 












① 業務アプリから負荷情報を CSV 形式で出力する. 
② Web サイトのフォームから CSV ファイルのデータを
読み込む. 











が操作する Web サイトの画面を表す. 
手順１: 業務アプリケーションより出力された CSV ファ




















a）インデックス 𝑖   案件  𝑗   製造設備  𝑒   企業  𝑡   タイムバケット 
b）マスタ情報 𝐶𝐴𝑃(𝑗, 𝑒, 𝑡)  製造能力 
c）入力情報 𝑃𝐿(𝑖, 𝑗, 𝑒, 𝑡)  工程負荷 
d）計算結果 𝑆𝐿(𝑗, 𝑒, 𝑡)   合計負荷 𝑀𝐶(𝑗, 𝑒, 𝑡)  余裕能力 
 






線で囲まれる Company，Facility，Unit，Subject と Post，












































 𝑃𝐿(𝑖, 𝑗, 𝑒, 𝑡)にあたる． 
	 
 
図	 4	 負荷入力画面	 
	 
b）負荷山積画面 









図	 2	 データモデル 




入力データ𝑃𝐿(𝑖, 𝑗, 𝑒, 𝑡)を設備，企業，期ごとに集計した「負
荷合計」が式(1)である． 
	     𝑆𝐿(𝑗, 𝑒, 𝑡) =    𝑃𝐿(𝑖, 𝑗, 𝑒, 𝑡)!     (1) 
	 
	 製造能力 CAP(j, e, t) から式 (1) で出した負荷合計CAP(j, e, t)を減算した結果が式(2)である．そして，式(3)
の条件の時負荷調整を行う．	 
	 𝑀𝐶(𝑗, 𝑒, 𝑡)   =   𝐶𝐴𝑃(𝑗, 𝑒, 𝑡)   −     𝐶𝐴𝑃(𝑗, 𝑒, 𝑡) (2) 






















































































・	 負荷情報を Excel で管理し CSV 出力が可能である． 










	 従業員数 50 名以下のものづくりを行う中小企業 A 社，
B 社，C 社の間では，仕事を互いに外注する事で負荷調整





A 社が登録する工程負荷データを図 11 に示す． 
 
 
図	 11	 A 社が登録する工程負荷データ	 
 





図	 12	 A 社が登録する工程負荷の山積結果	 
 
 




を選択する．図 13 の下は検索結果である．B 社の余裕能
力が最も大きいことから B 社へ依頼メールを送信する．
図 14 は A 社から B 社への依頼メールである． 
 
 







図	 15	 A 社からの依頼データ	 
 






から 10 に減っている．これは，A 社が依頼した工程負荷
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